令和６年度当初予算　食育推進計画関連予算の概要
	　事　　業　　名
	事　業　費
	事　業　内　容　の　説　明

	健康・栄養対策費

	8,995万9千円 
	「第４次大阪府食育推進計画｣に基づく食育を推進するため、市町村や地域の関係団体等が連携・協働し地域の特性に応じた取組みを図る。また、若い世代が健康的な食生活を実践しやすい環境づくりや、高齢者の適切な栄養管理に対応するため、配食事業者や市町村等と連携した食環境の整備・情報発信を実施。

〇ワクワクＥＸＰＯ with 第19回食育推進全国大会開催費

万博のコンセプト「未来社会の実験場」に即した食に特化した　イベントとして「食育推進全国大会」を開催。

〇自然に健康になれる持続可能な食環境づくり事業

産学官等が連携し、ナッジを活用した「自然に健康になれる持続可能な食環境づくり」を推進。府市共通の課題である「野菜摂取」に絞った取組みをオール大阪で一体的に実施。

	おおさか健活10
推進プロジェクト事業費
	1億2,819万2千円
	１　オール大阪による健康づくり推進事業

オール大阪での健康づくりの気運醸成・社会環境整備を推進するため、「健活10」の普及・実践を促進するイベントの実施や健活会議での活動の共有等、公民の多様な主体との連携による健康づくり活動を展開。また、職場や地域での健康づくり活動に積極的に取り組む団体を表彰する健康づくりアワードを実施。

２　若い世代の健康づくり推進事業

若者のヘルスリテラシーの向上を図るため、大学と連携し、大学職員向けの研修会や学生向けの啓発資材の提供を通じて健康キャンパスづくりを推進。

３　職域の健康づくり推進事業

健康経営の普及を通じた職域での健康づくりの推進を図るため、健康経営優良法人認定取得や従業員の健康に関するオンラインセミナーを開催。

４　健康格差の解決プログラム促進事業

市町村及び職域と連携し、特定健診及び特定保健指導の実施率向上やフレイル予防に向けた事業を実施。

５　万博自治体催事関連事業

府民の健康寿命の延伸、ひいては「誰もがいきいきと長く活躍できる社会」の実現をめざし、2025年大阪・関西万博において府民の健康リテラシーの向上を図るとともに健康を意識した生活を浸透させるための催事の実施に向けた関連事業を実施。

	食の安全安心推進事業費
	762万
	「大阪府食の安全安心推進条例」の基本理念に基づき、府民の健康保護のために、食中毒予防対策、食品衛生に関する知識の普及などの施策を実施する。
１ 食の安全安心推進事業

２ 食品衛生対策事業

３ リスクコミュニケーション推進事業

	食品表示適正化推進事業
	792万2千円
	食品の表示が、食品を摂取する際の安全性の確保及び自主的かつ合理的な食品選択の機会の確保に関し、重要な情報を提供するという役割を果たしていることから、事業者に対し食品表示法に基づく食品表示の適正化を推進するとともに、消費者に対し食品表示に関する知識の普及を図る。




	　事　　業　　名
	事　業　費
	事　業　内　容　の　説　明

	食品ロス削減対策推進事業費

（消費者行動促進支援事業）

	302万円

	自ら削減行動を実践しながら、地域で啓発活動も行う「もったいないやん活動隊」の養成講座を開講し、人材育成とともに、地域

で啓発の実践を行う機会を創出する。

	大阪産(もん)グローバル

ブランド化促進事業費


	6,618万3千円

	大阪産(もん)農山漁村発イノベーションサポートセンターによる事業者支援等を実施するとともに、大阪産(もん)のＰＲ販売や販路拡大等を促進することで、大阪産(もん)のブランド力向上と活用促進・消費拡大を図る。
１ 農山漁村発イノベーションサポート事業

２ 農山漁村発イノベーション推進支援事業
３　大阪産（もん）ブランド向上事業

４ 農水産物消費拡大事業
５　大阪・関西万博に向けた大阪産（もん）の活用拡大支援事業
６　大阪産（もん）を活用した脱炭素化推進事業



	学校給食実施費

	15億6052万4千円
	１ 府立支援学校給食調理業務委託

２ 給食センター委託事業（交野支援四條畷校）

３ デリバリー給食実施夜間定時制高等学校

４ 府立中学校給食調理業務委託

５ 学校給食における安全性の確保

・府立学校給食用老朽備品の更新

・給食調理員の検便検査およびノロウイルス検査

６　学校給食費の無償化
・府立学校給食実施校43校の令和６年度学校給食費を無償化


参考資料２









